
生  徒  心  得  

生 徒 心 得 は ， 本 校 生 徒 の 行 動 の 規 範 を 示 し た も の

で あ る 。 高 校 時 代 は 生 命 力 が み ち あ ふ れ ， 理 解 力 や

判 断 力 な ど 精 神 活 動 の 高 揚 す る 時 期 で あ る 。 生 徒 心

得 の 内 容 を よ く 理 解 し ， 守 る な か で 各 自 の 向 上 と 校

風 の 発 展 に 努 め よ う 。  

 

生   活  

１  風 紀 を 乱 し 高 校 生 の 品 位 を そ こ な う よ う な 行 動

は し な い 。  

２  次 の 事 項 を 禁 止 す る 。  

 ( 1 )  暴 力 行 為  

 ( 2 )  飲 酒 喫 煙  

 ( 3 )  パ チ ン コ 等 ， 遊 技 場 出 入 り  

 ( 4 )  夜 ９ 時 以 後 の 外 出  

 ( 5 )  無 断 外 泊  

 ( 6 )  バ イ ク （ 原 付 自 転 車 ）， 自 動 二 輪 ， 普 通 車    

な ど の 免 許 取 得 及 び 運 転  

３  交 通 法 規 の 遵 守 に は 最 大 の 努 力 を 払 う こ と 。  

 

授   業  

１  勉 学 は 生 徒 の 本 分 で あ る 。 学 習 は 常 に 積 極 的   

研 究 的 態 度 で 臨 む べ き で あ る 。  

２  忌 引 き に つ い て は 以 下 の 通 り 認 め る 。  

 ( 1 )  父 母          ７ 日  

 ( 2 )  祖 父 母 ， 兄 弟 姉 妹    ３ 日  

 ( 3 )  叔 伯 父 母        １ 日  

 ( 4 )  そ の 他 の 同 居 家 族    １ 日  

 

考   査  

１  考 査 に 際 し て は 公 明 正 大 で あ る こ と 。 不 正 も し

く は 物 品 の 賃 借 ・ 私 語 又 は よ そ 見 な ど 疑 わ し い 行

為 が あ っ て は い け な い 。  

２  考 査 を 受 け る と き は ， 筆 記 用 具 以 外 を ロ ッ カ ー

又 は 廊 下 に 置 く 。  

３  遅 刻 し た 場 合 は ，そ の 事 由 に よ り 考 査 開 始 2 0 分

以 内 な ら ば 受 験 を 許 可 す る こ と が あ る 。  

４  答 案 は 考 査 開 始 後 3 0 分 を 経 な け れ ば 提 出 す る

こ と が で き な い 。  

５  携 帯 電 話 及 び 電 子 辞 書 は 電 源 を 切 っ て カ バ ン の

中 に し ま っ て お く 。  

 

礼   儀  



１  生 徒 は 互 い に 人 格 を 尊 重 し 品 位 あ る 態 度 で 人 に

接 す る 。  

２  先 生 又 は 目 上 の 人 に 対 し て は 言 う ま で も な く 学

友 間 に お い て も 常 に 敬 愛 の 念 を も っ て 接 す る 。  

 

交   友  

１  交 友 は 信 義 を 重 ん じ ， 互 い に 敬 愛 の 念 を も っ て

自 己 を 啓 発 し 人 格 向 上 に 資 す る も の で な け れ ば

な ら な い 。  

２  男 女 間 の 交 友 は 特 に 節 度 を 守 り ， 明 朗 純 潔 で な

け れ ば な ら な い 。 他 か ら 誤 解 又 は 非 難 を 受 け る よ

う な 行 動 は と る べ き で な い 。  

 

校内美化整頓  

１  学 習 上 好 ま し い 環 境 を 保 つ た め に 美 化 整 頓 に 努

め る 。  

２  校 舎 ・ 校 具 な ど の 公 共 物 を 大 切 に し ， 破 損 も し

く は 汚 損 し な い よ う に す る 。  

３  生 徒 各 自 に 割 り 当 て ら れ た 机 ・ ロ ッ カ ー の 類 は

責 任 を も っ て 管 理 す る 。  

４  各 部 室 の 清 掃 は そ の 部 員 が 行 い 顧 問 の 先 生 に 報

告 す る 。 ま た ， 部 長 は 下 校 の 際 に 施 錠 し 常 に 部 室

の 管 理 に 当 た る 。  

５  校 舎 ・ 校 具 の 使 用 は 係 の 先 生 の 許 可 を 必 要 と し

使 用 後 は 後 始 末 を し て お く 。  

 

通   学  

１  通 学 に 際 し て は 交 通 規 則 を 守 り 、 安 全 を 第 一 に

登 校 す る 。  

２  登 校 及 び 下 校 は 次 の 通 り 定 め る 。  

 ( 1 )  始 業 ５ 分 前 ま で に 登 校 す る 。  

 ( 2 )  放 課 後 必 要 の な い 居 残 り は 禁 止 す る 。  

 ( 3 )  教 員 の 指 導 を 受 け て 居 残 り す る 場 合 は ， 1 9   

  時 終 了 を 目 途 と し ， 1 9 時 3 0 分 完 全 下 校 と す  

る 。  

３  登 校 後 は 許 可 な し に 放 課 後 ま で 外 出 は し な い 。  

４  自 転 車 通 学 者 は 所 定 の 標 識 を 自 転 車 に つ け 所 定

の 場 所 に 置 く 。  

 

服   装  

１  服 装 は 華 美 に わ た ら ず 、 清 楚 端 正 を 旨 と す る 。  

２  生 徒 は 指 定 の 制 服 を 着 用 す る 。  

（ I 型 ）  

  黒 の 詰 め 襟 学 生 服 に 校 章 入 り の ボ タ ン を 付 け る 。



左 襟 に 校 章 を 付 け る 。  

  夏 期 間 の 略 装 … 学 校 指 定 の 校 章 マ ー ク 入 り の カ

ッ タ ー シ ャ ツ を 着 用 す る 。  

 （ Ⅱ 型 ）  

  紺 の ブ レ ザ ー の 左 胸 に 校 章 を 付 け る 。 ス カ ー ト

ま た は ス ラ ッ ク ス を 着 用 す る 。  

  夏 期 間 の 略 装 … 学 校 指 定 の 校 章 マ ー ク 入 り の ブ

ラ ウ ス を 着 用 す る 。 学 校 指 定 の ベ ス ト を 着 用 し て

も よ い 。  

３  ソ ッ ク ス … 白 ・ 紺 ・ 黒 色 の も の と す る 。 ワ ン ポ

イ ン ト は 可 。 ベ ー ジ ュ 系 ・ 黒 色 の ス ト ッ キ ン グ ・

タ イ ツ を 着 用 し て も よ い 。  

４  ベ ル ト … 黒 ・ 紺 ・ 茶 系 の も の と す る 。  

５  校 内 で の 上 履 き 、 外 履 き は 学 校 指 定 の も の を 使

用 す る 。  

６  更 衣 は 原 則 と し て 6 月 1 日 、 お よ び 1 0 月 1 日

と す る 。  

７  冬 期 間 の コ ー ト 類 に つ い て は 、 華 美 で な い も の

と す る 。  

８  頭 髪 は 清 潔 で 学 業 に 適 し た 髪 型 と す る 。 毛 の 脱

色 、 染 色 、 パ ー マ ネ ン ト ウ ェ ー ブ は 禁 止 す る 。 ま

た 、 髪 を 束 ね る と き は 、 黒 ま た は 紺 色 の ゴ ム を 使

用 す る 。  

９  ピ ア ス 、 指 輪 、 ネ ッ ク レ ス 等 の 装 飾 品 は 禁 止 す

る 。  

１ ０  そ の 他 、 詳 細 に つ い て は 別 に 定 め る も の と す

る 。  

 

所  持  品  

１  所 持 品 に は 記 名 す る 。  

２  必 要 以 外 の 所 持 品 は 所 持 し な い 。 や む を 得 ず 多

額 の 金 銭 や 貴 重 品 を 持 参 し た と き は ， 直 ち に 担 任

に 預 け る 。  

３  校 内 で 金 銭 ・ 物 品 を 遺 失 も し く は 拾 得 し た と き

は ， 担 任 又 は 生 徒 指 導 部 に 届 け 出 る 。  

４  携 帯 電 話 は 持 ち 込 み 申 請 書 を 提 出 し ， 許 可 を 得

る 。 た だ し ， 校 内 で は 電 源 を 切 っ て カ バ ン の 中 に

入 れ て お く 。  

 

諸届及び願  

１  遅 刻 し た と き は 生 徒 指 導 部 に 届 け 入 室 許 可 を 受

け て 入 室 す る 。  

２  早 退 又 は 外 出 し よ う と す る と き は ， 担 任 又 は 生

徒 指 導 部 の 認 印 を 生 徒 手 帳 諸 届 欄 に 受 け る 。  

３  休 業 日 の 校 舎 ・ 校 具 の 使 用  

 ( 1 )  土 曜 日・日 曜 日・及 び 祝 日 に 登 校 し て ク ラ ス



活 動 ・ 生 徒 会 活 動 を す る と き は 所 定 の 手 続 き を と

る 。  

 ( 2 )  春 季・夏 季・冬 季 休 業 中 の 場 合 は ，部 長 あ る

い は ク ラ ス 会 長 が 顧 問 ・ 担 任 と 相 談 の 上 ， 計 画 書

を 事 前 に 提 出 す る 。    

４  校 舎 ・ 校 具 な ど を 破 損 又 は 汚 損 し た と き は ， 直

ち に 担 任 又 は 顧 問 に 届 け 出 て そ の 指 示 を 受 け る 。 

５  生 徒 会 ・ ク ラ ス ・ 部 な ど で 集 金 す る 場 合 は ， 担

任 又 は 顧 問 に 届 け 出 て 許 可 を 得 る 。  

６  学 校 の 内 外 を 問 わ ず 生 徒 会 ・ ク ラ ス ・ 部 な ど で

集 会 ・ ハ イ キ ン グ ・ キ ャ ン プ ・ 登 山 ・ 海 水 浴 な ど

を す る と き は ， 担 任 又 は 顧 問 の 指 導 を 受 け る 。 ま

た 事 前 に 生 徒 指 導 部 に 届 け 出 て 許 可 を 得 る 。  

７  ア ル バ イ ト は 原 則 と し て 禁 止 す る 。 た だ し ， や

む を 得 ぬ 事 情 に よ り ア ル バ イ ト を し よ う と す る

生 徒 は ， そ の 仕 事 の 内 容 な ど を 担 任 を 通 し て 生 徒

指 導 部 に 届 け 許 可 を 得 る 。  

８  生 徒 が ポ ス タ ー な ど に よ る 掲 示 ， 印 刷 物 の 配 布

又 は 出 版 を す る と き は 生 徒 指 導 部 の 許 可 を 得 る 。 


